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不正と内部監査
不正のコントロールに対するアシュアランスは成功の基盤

内部監査人協会（ＩＩＡ）

内部監査財団（Internal Audit Foundation）　 評議員
インフィニティコンサルティング　代表
ＣＩＡ，ＣＣＳＡ，ＣＦＳＡ，ＣＲＭＡ，ＣＰＡ（ＵＳＡ）

堺　　　咲　子訳：

序

毎年、数十億ドルが不正や汚職のために失

われ、非効率、プロジェクトの中止、財務的

課題、組織的失敗、そして極端な場合には人

道的危機をもたらしている。不適切に設計さ

れたコントロールと脆弱なガバナンスが組織

体のプロセスを弱体化させているために、不

正は頻繁に起こる。

組織体は不正リスクを抑えるために強固な

インターナル・コントロール手続を持つべき

であり、内部監査の役割はこれらのコントロ

ールを評価することである。

不正についての基本的事実

不正は、虚偽、隠蔽または背信の性質を有

するすべての違法行為と定義することができ

る。これらの行為は、暴力や物理的な力の脅

威にはよらない。不正は、関係者および組織

体が、金銭、財産またはサービスを入手する

ために、支払いやサービスの損失を回避する

ために、もしくは、個人的またはビジネス上

の利益獲得のために行うものである。

不正は、何らかの種類の組織体に特有のも

のではない。不正は、公企業でも私企業でも、

非営利団体でも、政府部門、金融機関および

公益事業（水道、電気、教育、ヘルスケア）

のような経済や社会福祉に貢献しようとする

組織体でも起こる。つまり、不正を犯す機会

はあらゆる場所に存在する。

組織体が不正リスクにどのように対応する

かは、法域および組織体自身のリスク評価と

リスク選好に影響される可能性がある。

不正は、訴訟、解雇および資産の回収につ

ながる場合が多い。したがって、証拠の漏洩、

不当な告発または将来の法的措置を台無しに

するといったリスクを減らすために、相応の

資格を持つ者が調査を行うことが肝要である。

内部監査人協会（ＩＩＡ）の「内部監査の

専門職的実施の国際基準（基準）」の熟達し

た専門的能力（1210.A2）に従い、内部監査

人は、不正リスクおよび組織体の不正リスク

管理方法を評価するための十分な知識を持た

なければならない。
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ＩＩＡの見解

内部監査は、組織体の運営に関し価値を付

加し、また改善するために行われる、独立に

して、客観的なアシュアランスおよびコンサ

ルティング活動である。内部監査の役割には、

不正リスクの発見、防止、モニタリングおよ

び監査や調査における不正リスクへの対応が

含まれる。

内部監査は、組織体内のどこに不正リスク

が存在するかを検討し、リスク評価と監査計

画を通じて当該領域のコントロールを監査

し、不正発生の可能性および組織体の不正リ

スク管理方法を評価する（「基準」2120.A2）

ことにより、適切に対応すべきである。組織

体内の不正発生を防止することは、内部監査

の直接的な責任ではない。これは第１のディ

フェンスラインとしての業務運営部門の経営

管理者の責任である。

内部監査人は、不正調査を主な仕事とする

者が有する専門知識を持つことを期待される

べきではない。不正調査は、不正調査の経験

を積んだ者が行うのが最も良い。

内部監査は、不正や資金の乱用を示唆する

可能性のある傾向やパターンを特定するため

に、データセット分析の専門知識を活用すべ

きである。内部監査チーム内に経験がない場

合、組織体は十分な知識や専門性を持ったリ

ソースの採用または手配を検討すべきである。

組織体は、重要な方針と調査方法を示した

適切な不正防止と対応の計画を立てるべきで

ある。その計画では、不正の疑いや関連する

コントロールの失敗がある場合の内部監査の

役割を明確にすべきである。

業務上、内部監査は不正に関する以下の事

項について、十分な知識を持つべきである。

■　�不正の兆候を示す危険信号を特定するこ

と。

■　�不正の特徴、不正を犯す手口および様々

な不正のスキームとシナリオを理解する

こと。

■　�不正の兆候を評価して、さらなる措置が

必要か、または調査を推奨すべきかを判

断すること。

■　�不正の防止や発見のためのコントロール

の有効性を評価すること。

電子的証拠が収集される場合、内部監査は

必要なアクセス権と法的要件が満たされてい

るかについてアシュアランスを提供すべきで

ある。

不正が発生した場合、内部監査はコントロ

ールがどのように失敗したかを理解して改善

の機会を見つけるべきである。内部監査は組

織全体にわたり、エラー、不正またはコンプ

ライアンス違反がこれ以上発生する可能性を

検討すべきであり、また、潜在的な利益との

関連でアシュアランスのコストを再評価すべ

重要なポイント
組織体は不正リスクを抑えるために強固

なインターナル・コントロール手続を持つ
べきであり、内部監査の役割はこれらのコ
ントロールを評価することである。
…………………………………………………
組織体は不正の特定と状況の管理に対し

て効果的な抑制と迅速な対応を可能にする
ような、適切な不正防止と対応の計画を整
備すべきである。これにはデジタルデータ
を含めるべきである。
…………………………………………………
内部監査部門長は組織体全体の不正リス

ク管理方法を検討し、定期的に不正リスク
のエクスポージャーを評価すべきである。
…………………………………………………
不正防止コントロールの妥当性を評価す

るために、不正リスクは監査計画と各監査
業務に含めるべきである。
…………………………………………………
内部監査人は不正調査に必要な特定の経

験と専門知識を持っている場合を除き、不
正調査を行うべきではない。
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きである。

利用可能なリソースを含む多くの要因が、

組織体の不正対応方法に影響を与える。内部

監査部門内に不正認識（先見的）と対応（事

後的）メカニズムを組み込んでいる組織体も

あれば、内部監査人が不正を調査する組織体

もある。

内部監査が不正調査をするよう求められて

いる場合、調査や関連証拠を台無しにせずに

調査に取り組み、専門家としての責任を果た

すために、内部監査人は必要なスキルと経験

を持つべきである。

調査は通常、内部監査業務ではない。した

がって、内部監査人は、業務の目標を達成す

るために必要な作業の範囲とそれに関連する

複雑性、重要性または深刻さを考慮して、専

門職としての正当な注意を払うべきである

（「基準」1220）。内部監査人は自らが調査を

行うのに最適な立場にあるかどうか、あるい

は内部の弁護士、人事、不正検査の有資格者、

電子情報の科学捜査または外部の法律や捜査

の専門家を手配するかどうかを判断すべきで

ある。

結論

不正の脅威は、規模、業界または場所を問

わず、組織体が直面するガバナンス上の最も

よくある課題の１つである。適切な対応計画

を含むしかるべきインターナル・コントロー

ル手続を整備することは、不正と闘うための

基本である。内部監査には、組織体のコント

ロールの詳細な知識がある。不正の兆候を許

容するようなコントロールのギャップを理解

することに関しては、統合的アシュアランス

のアプローチが鍵となる。

不正調査は、不正調査の経験を積んだ者が

行うのが最も良い。組織体は、内部監査のス

キルセットに不正調査を含めることを期待す

べきではない。その代わり、内部監査は不正

の発見および防止のために設計されたインタ

ーナル・コントロールに対して必要なアシュ

アランス業務を提供することによって、組織

体の不正防止コントロールの取組みを支援す

べきである。内部監査が調査を引き受けるよ

う求められる状況下では、内部監査人は専門

職としての正当な注意を払うべきである。
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５つの質問
不正リスクの管理は、あらゆる組織体が

直面することである。統治機関と経営幹部
は、内部監査の役割を含め、不正リスク管
理における役割を明確にすることができる。
統治機関が尋ねるべき５つの重要な質問

は、次のとおりである。
１�．組織体には主要な方針と調査方法の要
点を示した不正対応計画があるか？

２�．組織体内で不正調査を行うのは誰か？
３�．内部監査は不正リスクの特定を課せら
れているか？　また、内部監査はこれら�
の分野のコントロールを監査しているか？

４�．不正が発生した場合、内部監査はコン
トロールが失敗した理由と改善方法を把
握するために調査を行うか？

５�．内部監査は不正調査を課せられている

　�か？　課せられている場合、不正調査を
実施するための適切なスキルがあるか？

組織体は、内部監査のスキルセットに不
正調査を含めることを期待すべきではな
い。その代わり、内部監査は不正の発見と
防止のために設計されたインターナル・コ
ントロールに対して必要なアシュアランス
業務を提供することによって、組織体の不
正防止コントロールの取組みを支援すべき
である。


